
蛇
は
爬
虫
類
ヘ
ビ
亜
目
の
動
物
で
、

ト
カ
ゲ
と
同
じ
祖
先
を
も
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

体
は
細
長
く
、
四
肢
は
あ
り
ま
せ

ん
。
細
い
舌
の
先
端
は
二
ま
た
に
分

か
れ
て
い
て
よ
く
動
き
ま
す
。
こ
ん

な
異
様
な
外
見
か
ら
、
蛇
を
嫌
う
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

蛇
は
温
帯
、
熱
帯
、
亜
熱
帯
に
多

く
生
息
し
、
ア
ラ
ス
カ
、
シ
ベ
リ
ア

な
ど
寒
い
地
方
に
も
い
ま
す
。
全
世

界
に
約
二
千
七
百
種
も
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

約
二
千
七
百
種
も
生
息

蛇
は
悪
者
？
神
？

日
本
の
神
話
に
登
場
す
る
蛇
は
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
（
八
岐
大
蛇
）
と
い

っ
て
、
頭
が
八
つ
尾
が
八
つ
、
体
の

長
さ
は
八
つ
の
谷
を
越
え
る
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
オ
ロ
チ
が

娘
を
食
い
に
き
て
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
と
い
う
神
に
退
治
さ
れ
た
と
い

う
話
で
す
。

一
方
、
蛇
は
神
格
化
さ
れ
、
聖
書

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ

を
薬
用
に
使
う
例
も
あ
り
、
強
壮
剤

と
し
て
も
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

蛇
の
絵
に

足
を
書
き
た
す

蛇
は
、
古
く
か
ら
人
間
と
か
か
わ

り
が
多
い
動
物
だ
け
に
、
蛇
に
関
す

る
故
事
や
こ
と
わ
ざ
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

「
蛇
足
」。
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
言
葉
で
日
常
会
話
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
由
来
が
あ

り
ま
す
。

昔
、
楚
の
国
の
役
人
が
、
蛇
の
絵

を
一
番
早
く
書
い
た
者
が
酒
を
飲
む

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
競
争
を
し
ま

し
た
。
一
人
が
い
ち
早
く
完
成
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
に
余
裕
が

あ
っ
た
の
で
足
を
書
き
た
し
て
し
ま

い
、
負
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で

す
。そ

の
こ
と
か
ら
、
あ
っ
て
も
意
味

の
な
い
も
の
、
余
計
な
こ
と
と
い
う

意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
蛇
の
道
は
へ
び
」
も
、
よ
く
聞

く
こ
と
わ
ざ
で
す
。「
じ
ゃ
」
と
い
い

「
へ
び
」
と
い
っ
で
も
、
呼
び
方
が

違
う
だ
け
で
同
じ
も
の
。
同
じ
仲
間

の
や
っ
た
こ
と
な
ら
す
ぐ
に
分
か
る

と
い
う
意
味
で
す
。

「
藪
蛇
」
「
藪
を
つ
つ
い
て
蛇
を

出
す
」。
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
を
し

て
、
か
え
っ
て
よ
く
な
い
結
果
に
な

る
こ
と
で
す
。

新しい年に
「新しい自分」に

杉　原　裕　紀
浅田（浅田小６年）

2001 年
私の目 標

蔵　本　紋　子
宗頭（明倫小６年）

いよいよ21 世紀の幕開けです。今世紀最
初の千支は「巳」、ぼくの年です。そして、ぼくは今年、中学生
になります。この記念すべき年を心に残る１年にしたいと考え
ています。
まずは、残り少ない小学校生活です。ぼくたちのクラスは

男子５人、女子９人という少人数です。人数は少ないけど、い
つも仲良く、力を合わせ、いろいろな行事や集会などをこなし
てきました。最後まで、最高学年としての役割を果たしたいと
思います。また、中学校では２つのクラスに分かれてしまうの
で、14 人での楽しい思い出をできるだけたくさん作りたいと思
います。そして、中学校に入学したら、出会いを大切にし、た
くさんの友達を作りたいと思います。その中で新しい自分を発
見し、自信をつけたいと思います。また、野球部に入り、自分
の心と体をきたえたいと考えています。
やりたいことが盛りだくさんのこの１年。「巳」のように長い
気持ちで、ねばり強く挑戦していきます。

2001年、21世紀の幕開けです。この記
念すべき年に私は、12歳をむかえます。
21世紀という新しい年をむかえ、２つのちかいを立てました。

１つ目は明るく健康な毎日を過ごすということ。２つ目は中学
生になるので、勉強や部活を自分から積極的に取り組むという
ことです。
１つ目の明るく健康な毎日を過ごすということは、私は今で

も元気な方で、休むことはなかっだけれど、中学生は自転車で
登校するし、安全に気をつけ健康な毎日を過ごすことが大切だ
と思うからです。
２つ目の勉強や部活を積極的に取り組むということは、中学

生になるので小学生の時よりももっと自分から進んでやること
が大切になってくると思うし、何事にもがんばりたいと思うか
らです。
十二支の中の「へび年生まれ」の私としては、２つのことを
目標に いろいろとチャレンジしてがんばりたいと思います。

①
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